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終了課題の成        果一覧（行政効果報告より抜粋）   
特  

年度  原著輪文  
（件）  

研究課憧名  塙床的職点からの成＃   ガイドライン専の蘭発   その他行政的観点からの成＃   その他のイン／くクト  出  
聞栴  
始了  和 文  美 文 専  和 文  美 文 零  図 内   凰 隋   騨 取  

縞   

こおける社会的包摂  日本の社会保障制度  16  18  政策科虻  阿部 彩  多くの樽外電にては測定されている社会  本研究は、経済学・竃土嚢筆の手法をもち  糟外四およぴ∈∪などの圃降積闇におい  本研究の成果は、生活保雄制度墓準な  本研項で行われた母子せ▼に関する研  13  0  0  0  8  u  0  0  ■      ニ ー＝ 二・■ －   的緋欄の現象を、日本の社会的≠tに  いた暮礁研究であるため、臨床的な成  てすでに行われている社会的排除楕欄  ど制度に祉縮するものではないものの、  壬緒■は、当事書団体主催による鯵繊   
（ソーシャル・インク  て捉え正した上で、その指爛化を試み  1はない。   の㈹集および雷十淵を●考に、日本にお  社会保障制度における1揚のあり方を  院院内集会l＝て発表された。また、社会   
ルージョン）効果の研  た。我が四lこおいては初めてである社会  ナる社会的排除絹欄が開発され、モの  愴する上での十1な★料となる。母子せ  的排除、相対的刑事に開する研究縮兼   
究  的排除の測定を目欄とする社食椚暮の  事勃性が榛旺された。   ♯、ホームレスなどの被排除書について  

設計・実施を行い肘t分析を行った。手  は、■体的な政策檀曹がなされた。本研  
た相対的剥奪・相対的★田など積々な  究の成果の一部は、す生労断雀の研究  
概念を用いて★困の躊側面を計t的に  会で免震され、OECDのワーキングベー  
分析し、所得やiltといった従来の♯田  バーの益礎データとして提供され、活用  
概念を拡充させた生活水準の計測方法  されている。   
および被排除書が特定された  

男性の事児休暇取彿  16  18  政策科学  岩男 ■≠子  r仕事と生活の明和（ワークライフバラン  柔軟で多様な書児休業メニューの必事  政策目標Ⅷがエ夫次第で達成可能な敵  之008年10月サントリー文化財団主催文  2  ■  0  0  2  0  0  0  0   
を促進する■体策に  推進研究  スりという考え方の限界を示し、r仕事と  性を示し、父れのニーズに対応し、また  Ⅷであることを播増し、取得促進につな  化∬よ会で講濱、朋日新間大阪版に縄   
闇する闘査研究  個人生活の統合」という視点l＝転換する  事兼圭の納得を得やすいメニューの集  がる柔軟なt児休暮制度の1体的形態  甘された。200丁年2月恩は財団母子愛▼  

必羊を菓旺的に明らかにした。また、著  件を1体的に明らかにした。T児休業≠  を示し、同時にその附こ解決すべき課壇  金主椎の公開シンポジウムで報告。  
い父親たちの書撫やニーズがその統や  に対する人体的取り鳩みを櫻井した。  2007年4月号「中央公論」に本研究に関  
上司の世代とは大きく変わっている実態  する論文を舞曇。同論文は美文誌Japan  
を明檀にしたことは態度研究への貢献で  EchoV0l．34（2）に翻訳転載、凛外の大  
ある。自由記述国事にデータマイニング  竿及びオピニオンリーダーに配布。   
による解析を行うことにより、tかな情報  
が得られることを実征した。   られた研究成稟を暮なる研究書告と礎  

書に留めす、広く活用できる広報啓発責  
料作成に生かした。  

健贋効用Ⅷを用いた  16  18  政策科学  上村 穫元  健廣身命は欄膚■壇法施行通知によれ  地域在住の儀t義団に対し、臨床的に  平成‖琶欄∴平成18年優に丁市K町保  名古t市干積区社会相祉協汁会およぴ  山  3  0  0  皿  8  0  0  0   
政策騨価に関する研  推j一研究  ゴ「健鷹に生活できる期間」のことをい  間欄のある▲団ではすでに機能障書  鍵41祉疇主催の研究¶告会で研究威儀  民生委■■盟よリ「地域における健鷹つ   
究  う。せオ効用理愉は「賞で臍暮した生命  （lnp扇mont）の暮や程度がわかっている  が発凛された。また、研究地区は平成18  くりとその押価」との仮欄で講よを依爛さ  

年数」を算出するものであり、生活期間  年に市町村合併を行いGれ丁市と合併し  
を健鷹効用性で研豊する。これはTO年  たが、この合併協▲暮に地域コホート研  
代マクマスター大学で医療経済学的手  究の継績が明紀され、住民・行政と竿府  
法により開発されたものであるがヰ回の  が一体となった研究体別の強化が図ら  
研究において地礪⊃ホート集団に応用し  れた。このことはさらにT市の擁する棟数  
た招集妥当性を縛た。これは経年虻に  地ヰにおいて研究対tが広げられ、より  
健鷹書簡延欄に書与すべく医療政策効  科掌的に妥当性のホい研究が成される  
1を騨価するものとして活路を見る。   可能性を示囁する。   

若年者の就業行動・書  16  18  政策科掌  佐鼻†I増  T枚3年生をホ卒後3年Ⅳ＝こわたって追  高校在掌晴代の進路指導をはじめとし  事8回「パネル闘壬・コンファレンス」  凹  口  0  0  9  山  8  0  0   

推と少子高齢社会の  推進研究  跡するパネル鯛壬を実施することによ  た進路決定に向けた積々な活動経験、  
関連に関する実鮫研  り、若年■の進路行動・兼用・価Ⅷ載の  在掌中のれ稟に関する考え方・意糟など  
究  興せを把＃するだけでなく、彼らの行動  は、卒業後の若年看の意坤とも深く開運  

や士サの変化について分析することが  しており、高校時代の鷹路指導の休刊を  
可能となった。少子化による18■人口の  積極的に援助する政策は、卒業後にも  
減少、進撃卒の上昇、卒業後七葉書の  イン／くクトがあることが推察される。母子  

増加、耽職市場の縮小など高卒書を取  平底出身者などの進撃機会が限られて  
り巻く環境は大きく変貌しており、これら  おり、社会的洞看や社食の闇辺都に位  
の環境変化が若年¶のどのように影書  正する若年■を救済する仕繊みの▲手  
をあたえていったのかを椎零することが  性が嘲らかになった。著書といえどもこ  
できる。  れからの少子高齢社会において政府へ  

の期待は高く、世代間扶助として年金制  
鷹の暮手性を紘知していた。   

医療事の供給欄欄の  研究成果は、逐次匿膚関係者や行政関  6  0    0  4  0  0    0  

総合化・効率化蠣に闇  行った。  係肴に檀供し、在宅医療の推進など平  
する研究   成†8年廣の蟹離間廣故事に反映された  

ものもある。  



少子ホ齢社会の社会  1与  18  政策科学  白波欄佐和  少子■齢化が進む中、格暮の間檀は  一日本j経済新聞』の「やさしい経済宇J8  ‖  3  8  0  □  2  0  0  0   
経済的格暮に関する  子   片輪されている穐量拡大愉に対し、実旺  －t暮手になる。矧＝、ホ齢一人暮らし  
臨静比較研究  データを用いて社会科竿的手法をもって  が増え」腋け率の上昇に伴う一人嘱世  

棟狂した。その姥果、1880年代半ばから  書の増加を、社会の中でどう棍えていく  
2000年にかけて所得櫓≠は拡大してい  かは、実態をもとに新たな政策をよ闘し  
たが、その変化は一般に甘がれるほど  ていかなければならない。本研究は、今  
には大きくないことが明らかにされた。ま  後の厚生行政にとって★暮な暮礎★料  
た、世鞭、教■」■用、健オ、社会保障  である。   
制度に書目して格集の中身を♯附したこ  
とも本研究の成井である。  

人口減少に対応した  16  18  政策科学  千年 よしみ  外四人（門静移動者）の社会的統合、稗  本研餞は「研究開儒の性格」の分所では  研究は「研究開儒の性櫓」の分類では  経済財敵緒間委■食事輝爬からT2年  上記のヱDO5年磐由布椚壬については同  3  5  5  0  9  4  0  8  2   
四静人口移動政策と  il1■・・  ＝社会保障制度を通じた統合に理論・輿  「暮礎研究」であるため、臨床的観点か  「暮礎研究」であるため、ガイドライン■  度初めに本研究事業に関するヒアリング  市の広♯紙「いわた」（ポルトガル賄版疇   
社会保障政策の連携  旺の両面から旛近した研究はt内でい  らみた場合の止樟的な成集はないとも  の開発をⅡ樟的な目的とはしていない。  があり、各積★料を櫻供したので、事3  を含む）で綱重美施椚lこ実施の広報が   
こ関する聾際比較研  まだに少数であることから、責暮な研究  書える。しかし、「♯田市外Ⅷ人市民輿  しかし、2008年12月に♯日市民に書1  年度の初め（楕lこ2008年4月）の同委■  なされ、椚暮真滝後は闘士≠告暮の日   
究  であると書えよう。また、理論的研究にお  静臍暮（2005年）Jの執董■作成につい  暮▲がなされた甘田市の「多文化共生  会lこおける外電人労働書受け入れに闇  本恰版とポルトガル痛憤の鞄告雷が磐  

いて穐外凸の事例を踏まえた比較を賦  ては♯田市に委航した上、同市が攫暮し  推進プラン（事）」では「磐田市外叫人市  する簾中的な比■には間旛的に亭与し  田市により配布されたことから、外皿人  
みているだけでなく、稟旺分析でも外■  た保せ・檀址施策開1の牧間を入れて  民実態桝壬（2∞5年）」の椚壬鴨告書か  た可能性がある。また、「外凸人労鴨看  徽住都市住民としての磐田市民、特に  
人の町井間の比較分欄、日本と外ヰの  いるので隅董♯告暮（ポルトガル措版を  らいくつかの図と分析結集が引用されて  の社会保障制度加入に関する研究会」  外四人市民には一定のイン′くクトがあっ  
データの比職分葡、四闊比較臍暮にお  含む）やデータの分析緒1を、磐田市役  おり、「策定の鰻ヰ」に間憫暮と事研究  こは＃生労働省の外中人■用対策課や  たと思われる。手た、名古書市雑食での  
ける厚手Ⅶ比較分析まで含む研究は鳳  所が多文化共生のための保健・檀祉書  ●集で分析した之M4年の磐田市外中人  ■鞭年金礫の行政tも暮加しており、慣  市書の千間でも外鴎人臭態椚董を某苑  
外でもあまり例がないと思われる。さら  の臨床の嶋で利活用しているものと惣憺  生活実態爛暮の緒井も踏まえた旨が明  嶋提供の形で政策形成に苓与している  した自治体の一つとしてあげられてい  
に、政策的含書まで導出しているので、  記され、両Ⅶ董の分析緒よにも暮づく暮  る。  
書門的・学術的観点からみた威1は井  本施策・工点施策のプランが櫻井されて  
tともに纂いと書えよう∩   いる一   

匿覆★分析による保  18  18  政策科  辻 一郎  生活瞥慣などと匿ホ★との関連に間す  本研餞により、慢性疾患の適切なt理  本研究では「医療椚鷹故事のあり方に  本研究の捜書「匿♯制度改書のあり方  上記のように、本研究の穫trE＊岬l憮  2  5  4  0  l  0  0  8  山  
健医療の効率騨価に  推進研究  る研究は広く行われているが、本研究  治■（★犀ホの合併症予防、統合失明  関する縄t一予防を暮憫とする保健匿  こ関する檀t一千防を暮明とする保健  故事のあり方にWする提書一千防を暮   
関する美征研究  （大■鴎保加入書コホート研究）は、5万  症■暑に対する外来治★の推進など）  柵システムをめざして－」とする檀tをま  匿ホシステムをめざして－Jは、平成18  闘とする保線区覆システムをめざして  

人という横縞と12年Ⅶ（現在も纏綿中）と  が匿■縫済に及ぼす影■を定量的に示  とめた．   年4月壌にマスコミで多数嶋遺され、E  －」や本研究の成果（例二喫煙・肥満・運  
いう研壬期間、ベースライン闘王子ータ  すことができた。このような稟旺データ  ★制度故事（予防の霊視、特定健診・特  勤不足で匡■★は4書q増）はマスコミで  
の総合性と妥当性・情照性、匪■責デー  は、今後の臨床治療とくに疾患t理のあ  走保欄儒嘲の保険著に対する暮横付け  多数報遺された。本研究の成果およぴ  
タの悉皆性という、いすれの点において  など）の方向性を示すものとして、政策  
も他の追随を降さないものであり、四内  立＃や内会愉牡などで広く活用された。   
外から注目されている。その結集、絆価  恍里芋系研究科公衆鷹生攣分野のホー  
の書い印静医学鶉捻l＝輪文を多数縄セ  ムページ  
した。   （http；／／wwvv．pbh郎此hJYled．tohoku．8Cjp）  

に公開している。   

市町村合併に伴う任  16  †8  政策科掌  平野 かよ子  住民の日¶生活■礪を規定する事件を  住民の視点からの生活圏壌と合併の影  椚暮縛集を壬に、住民の日¶生活■域  研究威儀としおりを自治体に遭元するこ  昨今、介憧憬慣剛贋においても日丁王  0  0  0  0  8  2  0  0  0   
民鬱加聖の日≠生活    推進研究  明らかにし、一都の市町抑こついては合  書については約300名に聞き取り爛董を  を考慮し、住民の王体的な活動を活性  とで、虚聞なホ齢書や障書書のサービス  清t壇が唱えられているが、本研究は   
喝蠣の股定と保健揮  併れ後に保t積址従事書を対tに合併  行い、それらの実態を明らかにした。  化支える保健相祉サービスの提供の在  利用の利便性を高め、サービスの受lナ  住民の積点から日書生活圏域を捉え、   
祉サービスの攫供体  の影■について椚暮し、日常生活■壌  り方のポイントをビジュアル化した「しお  羊でありかつサービス檀供に蓼加する  日≠的な行勤範囲を募旺的に明らかに   
制のあり方に附する研  の事件と合併の影書について明らかに  リ」を作成した。   住民の主体的な活動を促進する∫の蔦  
究  した。  い保t檀址事業の企圃に劾する。   

診断群分類を活用し  16  18  政策科学  松田 書鼓  診断群分郷（DPC）を活用して匿♯サービ  DPCで収嘉している臨床†■疇（輝式1）  DPCをベースとしたコスト推計の方法n  本研究の成tはDPC対書館股拡大のた  平成18年8月に公開セミナー（DPCセミ  2  ●  110  15  22  山  0  2  ■   
た医膚サービスのコス    推進研究  スのコストを推計する手法の開発及びそ  及び匿膚行1の詳細慣■を用いて、  及びそのための入力支檀ソフトを開発し  めのi坤作成、OPG分買lの蒐肛し、手た  ナー）を開催した。本研究の成tは日本   
ト推計に閲する研究  れを用いた推計を行った。暮ヰデータと  DPCごとの鯵♯内容のプロセスの檎肘  た。これを用いた緒異については平成18  ♯遭府県によっては匿蝶計画景正しの  経済斬蘭、読売新聞等、檀々のマスメ  

して使用される財務相喪の内容につい  
ても檎肘し、その柵壌化のための攫Tを  
まとめた。また、PPCll暮の枠縮みを活  
用して、匿覆のコストや′くフォーマンスを  
多施設Ⅶで比較するための手法をOLAP  
響を用いて帥発した。さらにDPCごとの  
プロセスの檎肘やICU・ER及び■憮必暮  
鷹の実態椚董を行い、■恍の機能を騨  
価するための方法論の開発を行った。   

主な医療行為に対す  16  18  政策科寧  井口寧司  クリテイカルバスを騨価する共通の指揮  騨価柏橿を用いて自己騨価することによ  「クリテイカル／くスを用いた医療のFの  共通の絆価指爛により各ホ胱の医療の  現時点でなし   0  0  0  0  3  0  0  0  0   

るクリテイカルパスの  推進研究  はこれまでなく、鶉9回日本蜃膚マネジメ  Tを公正に騨価することが可絶となり、  
臨床評価指揮及び桂  ント事象教▼桝漬に指名された。   四民の望む匿疇欄爛の■の公示に書用  
菖t理緒欄を用いた  ることができ、医療のXの改讐に■用で  となると舞えられる．  

鮮価方法の開発と匪  ある。   
柵機関縫曽に与える  
影■に関する研究  



政朋間食■の平成19年1月打日  本研究事業のための外四研究者招闊事  0  0  ロ  ■  2  3  0  0  ■  
推進研究  税制と‡土会保印  17  8  政策科竿  金子 能宏  jl★税の艦埠については、価格伸縮性  実拉分析については公表統計および企  社会保障制度暮■会の平成15年6月  ほ済財                            や産業構造を考慮しても導入時点よりも  稟椚壬に纂づいており、また社会保欄闇  ー今後の社会保障改革の方向性に闇す  本縫漬の進路と戦略』事3暮では、持続  菓によりハーバード大学のデビットワイ  

引き上げ時点の方が転嫁の程度が大き  学的な制度分析については、文職研究、  る壬見暮』4暮「社会保陣故事の方向性  可能で什頼できる社会保障制度の構築  ズ教授を招叶し、平成18年11月1日に厚  
く、社食保叶財源としてil■税を活用す  ヒアリングおよび湾外動向帥董に暮づい  （之）1抱の在り方」は、「経済・財政とのバ  のために、「鞍手努力を絶絨し、■民が  生租掌セミナー「社会像陣と巳本繰済」  
る隋には価格転嫁に留暮する必事が應  ており、本研究は臨床的欄傾からの成  ランス、（中略）などの観点もあわせ考  ■捜可能な範囲となるよう¶度全般にわ  を開催し、年金給付への繹税が高齢雪  
ることを示した。社会保険料について  景を含むものではない。   え、四民に遭択を求めていく必事」があ  たり不断の丸正しを行う」ことと楕欄ほれ  の就業インセンティフと年金受給に影響  
ま、↑金への州書だけでなくt用戦略に  リ、「財凛については、保険料、公1■  ている，この点について、本研究では、  し、年金故事と税制とが関連する間欄に  
もー事する檀雑な側面を明らかにした。  提、利用者■程の適切な組み合わせに  樽祉の税財劇のt用便益分析が示すよ  ついて四隋比較を行った。この間僧を含  
また、社会保障法学的な制度分析によ  より、確実かつ安定的なものとする必事  うに社会保庫の給付には社会的便益が  めた‡土会保障と皿民権済との関係につ  
リ、児土手当と扶暮手当との膿蔓につい  がある」と指楕している。本研究は、横の  あり、また所得保障を通じた経済効稟も  いて公開肘比を行い、その成果を『季刊  
て書察し、また社会保険料の事業主1  転ヰと岬書のヰ推さ、事業主■捏の穐  あることなどを考慮した、市長■捏率の  社会保障研究j事ヰヱ巻幕4号で公表し  
担は利益手貿儀を暮本とし利益享受者  拠と先進躊四の税財瀾利用の動向を示  新たな概念構成を拝み、上I己の指摘に  た．また、「税制と社会保障の分析視点  
の●阿による制度の安定的・幼年的運  すことにより、社会保障1程の遭択にW  
営に正当性を見出せることを明らかにし  する檎肘材料を提供している。   社一躍生積祉』で取り上げられた。   

イゝ  
書とした社会経済絆価    推進研究  よる▲攣的アプローチとコンセンサス形  的な影tが考えられる。   暮づき、医薬品および匿礪橿書を対tと  野にいれ、欧米およぴアジア各円のガイ  暮成が、慶応大攣大事玩での新しいプ   
ガイドライン策定のた  成に暮づき、E共晶および医療機器を  した社会権済的分析騨価ガイドライン某  ドラインのt新動向をさらに吟味するとと  ロジェクトとして立ち上がり、業界ニュー   
めのエキスパート・コン  対暮とした社会経済的分析騨価ガイドラ  を示した。   もに、我が可の保険システムにいかに撼  
センサス形成と捷曹に  イン稟を示した。それは、我が四の現行  み込むかの方法論とその実現性につい  
Wする研究  の薬価制度と印際標準での薬剤経済学  てエキスパートのコンセンサス形成をは  

的知見との整合をはかる点で書門的・竿  かった。   
術的な書暮があると考えられる。  

地域住民の力を着用  山  18  政策科学  杉…● 莞博  モデルにおいて実施した事業の効果に  地積住民を活用することが、事暮を効率  1凱馳ボランティアをより有効に着用する  民生委■ルートが閉じこもリー齢看の発  し平成18年にお茶の水女子大学21世紀  0  0  0  0  2  0  0  0  2   
した地上■†l祉活動の  線遺研究  ついて、その効果が見られるであろうポ  的によ間する上で必憂となっている。本  ための派遣対■書の遺択基準の作成に  tに書効でないこと、およぴこのルートを  CO亡プログラム・プロジェクトⅣのワーク   
よ間と評価  ランティアの浸い手、ボランティアの受lナ  研究は、閉じこもり高齢書を発見するた  ★麒できる，傾聴ボランティアのt成l■  禰効に機能させる方法について示唆を  ショップ（介はサービス騨価研究一視点・  

手、地土嚢書l令■という各■・各レベルの  めの民生幸■や地域姐■の活用、1礪馳  慮いフォローアップ講座のカリキュラム内  えることができた。また、傾聴ボランテイ  方法・成稟－）で当研究の横手を紹介し  
人たちを対tに、アウトカム指標を用い  ボランティアの養成・派壇などの事業を  専の改讐に丁献できる。   アの養成講座を開催している自治体も  た。2．平成18年に我捕子市社会稚址協  
た1的な分析手法を用いて多角的に騨  別個に行なうのではなく、一遍のプロセ  少なくないが、活用方法の檎肘は不十  ★金の年次総会において当研究の成井  
価したとともに、未開拓の憤域であること  分である。本研究では、ボランティアの暮  
を考慮して■的な分析手法を用いてそ  成にとどめるのではなく、活用方法につ  
の効果と課糧について榛肘した。   いても示唆をえることができた。   

得ることができた。  

就業形態の多け化に  現時点で特になし   現時点で特になし   当職構の機関陪「年金と経済」26せ1号2  
対応する年金岬】鷹に  号や、会計機士幌の機関紙「会計検壬  
関する研究   推遭研究   研究」35号疇に綿載予定．今後も精々な  

檎   壬、手た、社会保険庁の個薫データを暮  形で研究成果の書及に努める。   
にした統計分析書により、今後の年金制  
鷹故事における織拍に書する材料は欄  
供できたと考える。今後は、当機楕の機  
聞随「年金と経済」への掲載など研究成  
果の書及と、本研究の成果を踏まえた  
断たなる研究を進めることによって、内  
容を深めていく予定である。   

生活時Ⅷテ一夕を用い  17  18  政策科掌  ∴  ・t・  「手書て」に夫や雷、それに観と同居の  5■以下の子供を持つ若い夫婦の手書  本研究で耀示された義一十Ⅷは．これから  子▼て期の苦いカッフルの生活時間の  一般の関心を呼びそうな多くのチータが  0  0  0  ○  山  D  0  0  0   

た子書て支援政策爛  推進研究  叫合、祖父母がどれだけの時Wを投入  て、しごとに関するもっとも詳細な晴Ⅷの  緒婚をし、出産、子雷てをしようとする看  鮮絶な観禦を踏まえ、1．夫の労働時間  得られた。出版社から本研究に閲し、間   
築の研究  しているかはゃまで全由ベースでは明ら  い女性が将来設計する場合に、大いに  

かにされたことはなかった。本研究は総  利用可能である。事業主婦あるいは兼  
務雀の生活時間叫壬である社会生活暮  ＃主州になった場合、また保書卿、幼稚  
本Ⅵ董の暮斬の2001年ミクロデータの  ■を利用した■合、しなかった■含、綱  
■集計Ⅷを用い、書庇での子▼ての実  と間居した場合、しなかった場合、それ  
軌こ蘭し書書の観零輪業を提示し、知  ぞれの状況において、手書て、しごとの  
鼻を嚢理し、それをもとに子書て支檀政  晴Ⅶがどのように変化するかを、椚もっ  
策の檀書を行った。嘲罵の闇＋かつ厳  て知ることが出来る。男性に対しても間  
密のために、5慮以下の子供1人を持つ  様のデータを蔓傭している。着い女性、  
宇鷹に絞って考零を壇めた。   男性の将来の生活世書十の指針的データ  

が本研究をもって寺博された。   

つ
l
J
 
 
 



ソーシャル・インクルー  1丁  

ソヨンの鶉アプローチ  推進研究  ャ 
とモの効果及び平内  かで位tづけ、欧州の先進事例を収集  櫨自立支援プログラムの実施状況につ  理をおこない（官本「ポスト欄祉F雫のガ  馳凱は 陣生労働省保護牒及び就労  公朋シンポジウムをデンマーク ス   
施策への適用可能性  した。その上で間政策の1なったアブ  いて全町のハローワーク、樽址事務所を  バナンスJF思想j083号書）、さらに欧州  支捜婁の協力を得てZ005年の当故事薫  ウニ一子ンの書門書を招いて開催した   
についての研究  ローチを書写し、ワークフェア型、北欧  対■としたアンケート椚査をおこない、就  を中心とした政策事例が示す指針を量  の賽簡状況と牒且について全円研暮を  同じく平成18年3月には行政握当書を中  

型、大陸欧州型それぞれの精一と効集  労支援の1体的1帥やその効果、今後  理し（官本「ソーシャル・アクティベーシヨ  行いその効果と間雌点を分欄する資料  心に、また平成柑年3月lこは研究者を紹       につい 
て書零をおこなった。fた、EUの  の課題について考零し、いくつかの攫書  ンJ†NIRA政策研究』事18巻事4号書）、  となった。また2005年1月17日に北大で  いて生活保鷹自立支欄プログラムの稟       スンプロ 

リボセスにおいては■なったア  をおこなった。またⅧ、自治体の異輝担  さらに生活俣性自立支檀プログラムの千  日本のソーシャル・インクルージョン政策  施状況についてのワークショップを闇儀       ブロ 
ーチの特fをふまえた統合型のガイ  当看を招いたシンポジウムで書見の■  後の方向性についての捜曹をおこなった  をめぐるワークショツブを開催し、厚生労  した。マスコミでは 研究代喪書がF週刊       ドフィンが形成されつつことに   

ある注目  約や縫験の交流をすすめた。  （芝田「ハローワークとの遽携による生活  働雀慢性鰊、札幌市保護指導課、札幌  エコノミスり怯（平成‖や12月）や『月刊  
し、その方向を分析した。  優性受給警の自立支檀プログラムの状  

況と輝也」『年稚公共政策学一事一巻）．   
策の慧■についての論考を執事した。   

柑   推進研究  合、零族維持）を行なうにあたってJ日本  
あり方に闇する総合的   

グループカンファレンスについて、斬間lこ   
の現状では書門事（児暮相談所が   

研究  シリーズで取り上けられた．特に、シリー  
門的知織を持ってアプローチすることだ  
けが考えられがちである。しかし、各電で  

ズとして樽♯を縮んだ新聞社もあった。   

採用が遭んでいるファミリーグループカ  
ンファレンスの活用は、書換、畿漉、地  
壌といった責凛を活用することは雷意義  
であり、かつエン／くワーメントを促遺する  
ための書効な枠組みづくりとなる可能性  
が示唆された。  

皿  柑   統計什報  畑 栄一   
医療積杜分野ごとに  総合研究  

0  0  0  0    0  0  0  0   
対する地域保健関係書lこよる1手性の  の開発とⅡ樟には関係せす、特記事ヰ  

施策絆優について1  騨価により、統肘指揮の遭定とともに、  はない。   みた個々の統計指樽の工事性■に明し  
体的に応用可能な指  統什指揮の遭走しにくい分野、また各分  て、研究戚集の横手を′くンフレツトに手と  
柵′くッケージの開発に  野における実態・対策稟施状況の商権  
関する研究  

め、全日の♯遭府県・特別区・指定飾市  
橿への相対騨価などが明らかにされた。  の健♯楕祉担当部爪立t闊と保膿所に  
事こに、遭定された各分野の各柑欄に  送付し、地域保健医療Ⅷ祉行政の取り  
ついて、年次推移と地壇分布についてい  組みへの活用と支援の推進を図った。   
くつかのアプローチが暮ねられ、壬礎的  
特性が把橿されるとともに、年次比較、  
地域比較を行う上で注暮すぺきいくつか  
のポイントが明らかにされた。何れも、対  
策騨価への統計指楕の利用にあたり暮  
■を雷するものと青えられる。   

四民の健鷹状況に間  17  に  賊当せす   平成18年9月22日横断暮議会四民生  0  0  0  0  0  0  ○  0  0   
する統計情報を世事  総合研究   間違支出、健未聞違情≠の活用能力  活・社会統計部会などにおいて、四民生  
面から把≠・分析する  （ヘルスリテラシー）の測定手法などにつ  活暮礎明暮せ鷹1へのこころのせ鷹測  
システムの檎肘に隋  いて、甲めtき間暮で臭施可能な■間  定尺度（K8）の採用に際し、本研究事集  
する研究  法を捜＃、稟鉦的にその妥鶴性の換鉦  で得られたデータなどを●肴★料として  

を行った。また社会関係★本・社会的支  檀供。  
壇・社会的環境旺職などの同時瀾走に  
より、t鷹支緩的社会関係の構築につ  
いて榛肘するデータベースを作成した。   

医療分野汀化に対応  18  18  統計慣  木村 遺男  フロジェクト型研究として医療分野の枕  地域医療ユ携の1蔓性が強Ⅵされる一  本研究ではEUROSTAT．0∈CDなど  医療分野の統計岬暮を汀化する隋に号  本研究の過程で得られた知己をもとに  0  0  0  0  0  2  ○  0  0  
した統計研壬の在り方    総合研究  什を汀化する上で考慮すべき事項を明ら  方、地域医療の崩壌もまた間爛となって  の西陣織計と比較し、今後わが匹の匿  止すべき点を、統計の鮭績性の観点、  医療の統計について関心が潔いものを   
に間する研究  かにし、平成19年鷹以降lこ行うぺき研究  いる。すなわち粗布齢社会の到来を受  薇分野の統計が購えるペき●壌につい  計測方法変王に伴う精度t理のれ点、  中心に勉強会を織絨的に開催することと  

の端緒を示した。すなわち①統書十データ  ナて地疇の臣簾体側をより効率的に、よ  ての考幕を行った。またInt●rnlitionlll  円陣比職の観点から蔓理した。またオン  なった。勉強会を通じて底辺の底上げを  
収集t子化の可能性、②統計情報改書  り千が高くなるように改書しなければなら  H“山h R●gUl■tjon200引こついても  トロジーを情報蔓tツールとしての有用  行うことが1壬であり、闇心を持つ研究  
こついての檎肘、③統計情報の改書、  ない。本研究ではこのような観点から地  注目し、統計分野からのアプローチを檀  性と教▼ツールとしての有用性に書目し  書の増大が期待される。  
オントロジーの導入、⑥統計継続性につ  て医積分野の統計憎¶の量理ツールと  
いての檎肘、⑤地域匿♯遭携1こ必暮な  して櫻事した。このようなオントロジーの  
統計情書、⑥可幣紙針情報に対する期  利用法は政府のさ手ざまな公間物に対  
待と改書への動き、⑦四際的な統帥Ⅵ  しても行うべきである。   
壬との比較、の7分野を示した。   
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細菌性腸管感染症の  ホし   ★し   40  14  2  1ヱ4  30      9   

病態解析・診断・治覆・  とISを介して発生する事を見出した。2）  

疫学・予防に関する研  牌炎ビブリオの2つの染色体上に1つす  
究   つ3型分泌嚢t（TTSS）を暮し、TTSSl  

は細胞暮性、TTSS2は縄管暮性に闇与  
していた。3）ヘリコバクターピロリが産生  

する空胸化暮素は、P38およびErkl／2を －・■．●■：こ・－  
が発現講書されることが分かった。ま  
た、ヘリコ／くクターのウオラムセンシング  

がホ押性に明ることを初めて示した。   
しベンガル地域でコレラ菌の生態を分子  
疫掌明壬した。   

抗酸暫砺染症への鴎  18  18  国際眉宇  t闇 ■  研究成果は、純暮礎的なものから応用  新しいストレフトマイシン耐性遺伝子（■id  なし   なし   日米医事傾力計画緒核ハンセン病書門  28  88  5  6  89  33  0  0  D   

静的事柄千獣を目指  協力研究  できるものまで多岐に亘っている。たとえ  部会合間会■を平成18年7月用日－21  
した基盤研究  ば、ライすのし町MP法による捜体中での  日虎児■市で醐催した。平成19年2月16  

検出、緒核ワクチンの暮礎研究、新しい  日－17日（財）縮核予防会縮核研究所で  
ストレプトマイシン耐性闇ユ遺伝子の集  間皿内金欄を開催した。   
見、VNTRを用いたアジア躊盛での緒核  
薗の分布の解明は、その成果が、行政  
サイドで利用できるものと考えている。ま  
た、日米合間会比、臨内金hを開催する  
ことにより、アジアの縮桟り＼ンセンホ研  

究暑の●加を促し、アジアの結核撲滅に  
向けた基礎準漕ができると書える。   

寄生虫の宿主遭応機  18  18  国際医学  太田 伸生  苓生虫虎制圧に必要な宿主一寄生慮相  従来治療が困難であったトリ／くノソーマ  本研究を通じたガイドライン作製lこつい  本研究はアジアの苓生虫症制圧虐念Ⅶ  本研甥で実施された小★胚芽を用いた  47  8  0  0  田  32  0  0  0   
剛の分子†I相隣明に    協力研究  互作用に間する分子愉的な新規情報を  症の安全で効果的な治攫藁開発lこ遭1  ては現時点では特別なものはない。  ニーいた日本・米田・アジアの三種共間  ■絹地系タンパク合成システムはあらゆ   
暮づく新しい油欄‖掛噸  明らかにした。それに基づく症候輪．治  があったことは大きな成1であり、その  研究推遺が目的の一つであり．いくつか  るコドン使用系にも対応が可能と思わ   
開発及びその事生虫  ホ薬剤帥集、ワクチン開発事に結びつく  薬効機構解明を通じて断たな治ホ欄的  の研究課鶴において書効な共間研究が  れ．寄生虫のみならす．多くの生物系の   
対策への応用に閲す  す彼の研究の遺農の逸をつけた。ワク  分子が明らかになって兼た。さらに書生  実施された。t書アジアの三日熱マラリ  地雷えタン／くク合成に活用できる■櫻細   
る研究  テン開発の障亨にもなっている苓生虫抗  虫感染樗主における生体防御機能の改  アのワクチン開発．赤痢アメーバの地理  他のタン／くク合成系であることが確認さ  

横地替えタン／くクの大1かつ安定的虔  まが各檀自己免疫疾患発症と蘭遺する  分布と分子多型の闇係など得られた情  れた。■内外より多くの注目が零せら  
生の成功も肇術的な進1であった。治♯  ことが稟麟的に示され．臨床痩掌に書用  鴨は瓜静書生虫感染症制圧に活用され  れ本研究班による米眞側研究書との  
薬聞熟こ伴って、書生虫と宿主の代納  る一方で．日米のみならず、兼闇アジア  
系の董1を分子レベルで明らかにし．そ  の研究讐との1携強化を推進し．わが  
の苓生虫症治膚にとどまらない応用価  属の輸入感染症析度においての対応麹  
Ⅷを示した点も大きな成井である。   化に責することが期待される。   

れる。  

ウイルス腰染症の鯵  18  柑  国際医学  嘉欄 一郎  アルポウイルス研究において、日本脳炎  ウイルス性出血熱研究において、インド  なし   なし   平成柑年7月2了－28日、相済市において  ■  34  8  0  24  20  0  0  ■   

断、疫学および予断に  とダニ媒介性脳炎を種別する瞼手法が  「発よ途上四におけるウイルスワクチン」  
関する研究  確立された。ウイルス性出血熱研究にお  に関する叩隋シンポジウムを開催した。   

いて、インドにおいて不明熱患者中にハ  
ンタウイルス感染暑が磯城された。アジ  
アおよび権貫ロシアにおけるハンタウイ  
ルスウイルスとげっ♯積との関係が明ら  
かとなった。ウイルス性下痢症の研究に  
おいて、ロタウイルスのリバースジェネ  
ティツクス系が開発された。ロタウイルス  
流行株の分子暮盤が示唆された．狂犬  
病研究において、フィリピンおよぴタイに  
おける流行株の分子疫学てき特憺が明  
らかとなった。   ルス株の基礎データが暮事である。  

環墳中の繋がん及び  18  18  国際医学  若林 敬こ  本研属は、環境中のま臭用や寛がん物  ♯復遺伝子多型は、大≠がんなど頻度  なし   がんの第一次予防推進のための暮礎的  中鴎、小平専のアジア糟鳳と我が匹に  0  45  0  0  38  15  2  0  0   

臭がん仰¶要因の検    協力研究  キを明らかにすると共にがん発生手回  の書い瘍の¢受性に朋与する可能性が  研究成果をあげることは、我が印の保せ  おけるがんの発生手因及び腰受性暮囚   

索とその作用機I■の  及び感受性手回を総合的に把糧し、が  匿膚の向上に役立つものと考えられる。  の共通性と蓋■を明確にすることによ  

解明に闇する研究  んの第一次予防推進を目的とする。本  リ、がん予断に関する有効な情報をアジ  

年度は、環墳中の変■膚・がん贋物井  ア糟四に発情できる。   
の分析や賓■機椚の解明、大膿癌の舞  
生に対する新規の発がん分子機構の解  
析書を行い、暮暮な基礎的責料を紳たも  
のと確情する。   的な診断試薬の聞事引こ織びつくと思わ  

れる。  
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H【∨感染症における免  18  18  国際医掌  山本止棚  アジアのエイズを中心とした間他に効1  先便賦着を目的とした急性期HⅣ感染薯  本研究班では日米匿竿協力計圃・合同  0  96  Zl  4  66    4  0  0   
疫応答の解析とモの  協力研究  的に対仏するため暮磯的、臨床的、疫学  小憂■会への蓼加もサポートした。そこ  
臨床応用に叫する研  的立場から研究を行った。とくにエイズ  ではエイズ節会のレビューが行われ．今  
究  ／HⅣ感染のワクチン開発とウイルスの耐  後の朴Ⅷの檎肘とともに、アジアの研究  

性発現に対応できる薬剤の開発lこ集点  書に対し研究tの助成を行うアジア地域  
をおいて研究を行った。DI～／BCGと  奨励研究事業の什圃について紹介がな  
DN∧／SoVpパmo－b00与tワクチンの実用  された。また、米酋佃Hでの共同研究も  
化をめざした開発研究、広壌のウイルス  檀助した。   
を中和する抗体を得る方法の捜肘、自  
然免疫系の役割を解明するための研  
究、新規のCCR5阻書納入VCの抗HⅣ－  
1作用の解明、川∨患者に対し、STlを行  
いその解析を行い、成果が欄られた。   

1丁  46  0  0    27  0  0  0   
急性呼吸攣感染應の 感染メカニズムと痩  協力研究   伝手解析からの近♯関係、ウイルス叫  
竿、感染予防・制御に  殖へのウイルスタン／くク千の特定化が  
関する研究   行われた。モには四内外の野生水禽か  

ら檀々のHA、NA圭型ウイルスを積極的  
に採取し、将兼のワクチン、診断に利用  
できる株として系統保存をした。t近の  
日本を含む鶉外詣で流行中のアマンタ  
ジン耐性H3N2株はヘマグルチニン（HA）  
遺伝子にニー変轟（193位．225位）を持つ  
特■劇株である事が確定された。≠便、  
迅速に檎出可能な」仙岬法が百日咳薗  
に開発され、発井途上圃の臨床現■で  
の書及が期挿された。   た。  

錮静的な感染症流行  16  18  国際健丑  ▲1・11二 一  NGOの保健医療慣≠の共奪の場として  各町倖版ウェフの利用が可能になった  保せ医療政策・1集書産政策、環境政  2007年8月15日に発行した改訂瓜際保  0  ■  0  口  ■  0  0  0  3   
書の発生動向の監視    危機t理  の各四桔版NGOウェブの1用が強くi  叫合、途上皿現地の保儀医糠情書への  策のセクター間調整が、人暮共通蜃染  儀規則（lHR2005）では 検疫業務の強   
システムのあり方、非    ネットワー  まれる。NGOは活動を外に広めたいもの  日本からのアクセスが容易となる。緒景  症における新興感染症対策においては  化が明記された．現地での感染症情甘   
政府欄傭とのネット  ク強化研究  の独自のウェブのアピールには★漕が  必漬である。   の迅速な入手がウェブを通じてできるよ  
ワークのあり方、四際  限られており、共通のプラットフォームを  うになれば、繊度機能の強化も期稚でき  
機関との連携や情報  提供し、その運嘗により、WHOのアラート  る．   
共有システムのあり方  システムを柵完し、日本の聾静天欺にも  
に関する研究  役立てられる。   る．  

平静慢す危機t理の  16  18  国際健♯  暮多 悦子  ■インフルエンザなど、近年、わが匹近  本研餞は、特に臨床面にt点を当てて  多様なサフテーマを含むため、研究成果  儀鷹仕儀の概念は、多様なものを含む  初年度の一服公開シンポジウム、之年度  20  28  21  3  105  24  0  0  0   
ための†▼報ネットワー    危機t理  懐でリスクがホまっている新興感染症を  いないが、途上匹に発生したせ染癒に  全体を統指するガイドラインは開発しえ  が、本研究テーマは、昨今のSARS、■  の関係書ワークショップと一般公開シン   
クのあり方に関する研     ネットワー  主体に、せ丘危機の概念を攣隋的に檎  対し、WHOと遽携し、速やかに、現地に  なかったが、■インフルエンザウイルス  インフルエンザの人感染例やヒトーヒト  ポジウムは東京だったが、t終年に、■  

究  ク強化研究  肘し、疫学、検暮研究王診断、治療（匿  赴き、ケースマネイジメント（の緒導が）で  ＝関しては、その科隼的慣tを着用する  せ染のリスクのホまりもあって、感染症、  は書門書を主体とする平静シンポジウム  
覆・■護）および多様なチャネルによる什  きる人材ロスターと継続的に行うべき研  データーグリッドシステムの開発にあわ  特にウイルス関係研究書を主体とする  をⅧ岡で開催した。たまたま、トリインフ  
¶の収集、交換のあり万を檎肘した。≠  鯵を撲暮した。また、書も愚書に近く、t  せて、その運用のためのガイドラインを  構成で行われた。その特性を活かし∴近  ルエンザが莞生したこともあったが、九  
践レベルで、既＃の平静機関との交流を  も多数暑が関与する■護書M書に帆  開発し、既に、実際に匿の内外で活用さ  隕での不明感染症アウトブレークを例と  州地区の■壮■門書のみならす、近隣  
強化し、あわせて鴎内外で活動できる人  し、SARS（書港、ベトナムく勤務中だった  れている。   した健鷹危機のt理への1体的な行勤  の自治体や医療施設長を含む医療関係  
材のロスターと研修兼を作成、また、  の強化とともに、将兼への檀雷を行つ  
チーターグリッドシステムによる●インフ ルエンザウイルスに  た。その人材ロスター運用は、厚生労働  

情報を可静的活用さ  省所鴫下で、班■が所膚する乎立感染  
れる段隋まで蘭発した他∴近隣¶Ⅷの  症研究所に委ねるべきと書える。   
情報体制を綱蓋し、■野活Ⅶを含む人  
体的行動を含めた檀曹を行った。   

匹静的なせ井危機t  なし   なし   なし   感染制御（防御）については、2008年  

理に必事なスキル獲  危機t理  にWHO（WPRO）からの雷什に暮づきモン  

縛のための人材書成  ネットワー  ゴル四において微書資料や匹闊tオ危  
のあり方に関する研究   撫t理セミナーでの繍暮筆書に▲づい  

た教書・曹■活動を実践した。井北大事  
病院では、1耶柑年に宮城・東北感染制  
御地壌ネットワークを構築し、講書会の  
立兼・開催、各檀マニュアルの作成、感  
染対策ラウンドの実施、市民への教書・  
啓発活動、感染症相談窓口の聞役によ  
る地櫨¢染症コンサルテーション♯精な  
どを行っているが、本研究班で作成した  
教▼用★料も随時着用している。   

′
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助成研究成よにおけ  18  18  厚生労≠  樽方 裕光  厚生労働科竿研究十補助金によって助  厚生労働科学研究井神助金によって助  現在雇でに、保健医覆情報の騨価暮準  助成研究のフロセスlこ明するシステムの  1）研究成井を問うだけでなく、研究書の  山  0  0  0  0  0  0  0  0   
る追跡騨価手法の聞  科学特別  成される研究（以下、助成研究）騨価欄  成される研究には臨床的観点から1事  や情報遭択のチェックリストなどを作成し  t子化は遅れており、申隋や量録など  劃通性を書最的に評価する。2）惰積性   
発にⅦする爛壬研究  研究  鴨‖こつき、牒欄ごとに研究開発成果、発  な情報を多く含んでいる。臨床現■にお  た。一般の医覆5一書書向けの息警図■  の事務的な稟株の－t削＝ついてそのt  の高い騨価を行い、騨価の書度化、騨  

褒†l文、肇会梵妻事旨零が収蜂された  ナる本システムの効率的利用により、課  館の設1王事や保健医覆†■職システム  子化が遭められてきている。しかしなが  価技惰の、騨価書の充★に書与する。3）  
データベースを構築・管理し、これらを積  鶴ごとに研究開発成1、先妻論文、筆会  構築の指針などについては現在様相中  ら、研究が実施された後の追跡1平価は  研究開発の継絨、鼻止しや資源配分、よ  
■‡的に活用できるシステムを開発した。  その手注が十分に機附されていないだ  
この緒兼、研究の進点状況がリアルタイ  けでなく、そのt子システムも存在して  
ムに継続的に追跡できる体制を構築し  いない。本システムではこれらの追跡絆  
た。   価をデータベースとⅦ遵付けて行うこと  

ができる。   
医薬品・匿柵機艶聞発  18  18  厚生労働  平山 佳仲  本研餞においては、シーズ開発を行う研  本研究においては、シーズ開発を行う研  現時点では－   現時点では一   研究機蘭と医薬品事開発の現■である  0  0  0  0  0  0  0  0  ■   
こ対する理解増遭に  科学特別  究離間と医薬品等間発の現場である製  究職闇と医薬品幕間先の現■である製  製薬企業の位相の1をうめるための薬   

関する研究  研究  薬企暮の認撫の蓋をヒアリング印書事  事法書に沿った医薬品開発の賽点（医  
により檎附し、双方の駿憮の蓋が存在す  薬品・囁欄‖■椚の開発の申什の流れ、  
ることが示された。また、これらの紘撫の  恥劃椚軋知的財産制度疇）を解脱した  
豊を埋めるための薬事法事に沿った医  ／くンフレツト零を作成し、書及を行った。   
薬品開発の辛点（医薬品・医療♯静の  
開業の申珊の流れ、隋▲規制、知的財  
産制度専）を解脱した／くンフレツト専を作  

成した。   増進が暮事であることが分かった。  

壇庫研究萱鋳爛欄の  18  18  厚生労働  丹後 俊郎  これまでは、臨床研究のポジティフな指  臨床研究の登録制鷹が構築され積数の  Ⅷ床研究に関する川嶋が公開されること  本村作版のテモンストレーションを2008  0  0  0  0  0  ■  0  0  0   
秩素ポータルサイトの    科学特別  井だけが掌怖欄欄に公表され、市場に  士録先が存在する現在、士螺什報に闇  こよって一般聾民が広く憎tを得ること  年12月18に神戸で開催されたWHOの   

開発に闇する研究  研究  出回っている霞薬品の効能・勤兼が輿  して何らかの文的な保旺が行われかつ  ができるようになり、臨床研項に対する  匹隋臨床一式♯量録押領（WHO  
よ公曇／くイアスに墓づく貴かけのもので  ■－の検索の悪口が存在することによ  理解が進む。さらに、8本における量録  1nt8rndtjondlC】再c■lTri■lR叩i写tけ  
あり、期待される効能・効果苫■していな  り、臨床研究が多くの人から研究が5主視  された臨床研究用織全体の檎薫が容易  別事げom）に関する事1匡l量曙センター・  
い可能性があった。ポータルサイトの開  されることになり、その緒景として臨床研  こできるシステムは、我がⅧ全体の臨床  ワーキング・グループ金持で行ったとこ  
集により、研究開始前に登録された臨床  究の耳が向上すること考えられる。これ  研究に係る什鞘の無情暮地となることが  ろ、WHOでのポータルの立ち上げに蓼雪  
研究の成績が緒tの如何に関わらず必  期待される。   となるシステムと騨価された。   
す公よされ、治■効井が正確にかつ精  
度よく推定され、適切な医療技術の騨  
価、治療法選択の適切な1思決定につ  
ながることが期待される。   れる。  

循環♯疾患領疇にお  18  18  厚生労≠  山本絹子  臨床研究実施体側における1体的な日  田内の臨床研究が進まない理由を■体  ガイドライン専の開発には祉維1僻して  臨床研究を遭めるための効果的な研究  皿搾的な社会へのイン／くクトはないが、  0  0  凸  0  ■  0  0  0  0   
ナる大規模臨床研餞  科学特別  米間の比較はヰまでなされたことがな  的に指摘することができた。   いないが、その墓礎となる鴎床研究実施  井の運用専について指摘することができ  
の手法に係る研究  研究  かったため、新しい視点での研究成果を  た。   で、王手な指摘を行ったと考える。   

示すことができた。  的な■■が行えたと考える。  

医療職闇事が主に対  18  18  庫生労働  山本 隆一  本研写引＝おいて用いた手法は医療情嶋  本研究は1樟臨床環叫に応用されるも  研究精霊自体がガイドラインとなりうる  IT新改手職略では生涯利活用可能な1腹  0  0  0  0  0  ロ  0  0  0   

外的に交付するため  科学特別  ＝開してせ界的にもー実上の標準（デ  のではないが、たとえば感染症届けの樺  が、現時点では行政的には検討に着手  オ情報データベースがt及され、また包   

に作成する暮輝のt  研究  ファクト・スタンダード）となりつつある日し7  緒的な医療連携にもふれられている。こ  
子化の様式に醐する  CDAR●l＝S02をt格とするもので、医療  れらを集覇するためには様々な書類の  
包括的椚壬研究  機Ⅶが作成・保禅・交付が義輝づけられ  t子化は避けられす、またいたずらに芯  

ている暮輯をt子化するに際して分積し  度な構造化は賽凱こコストがかかり、利  
様式化できた書■は大きい．HL7v●r，3  用されなければまったく意味をなさない。  
自体は構櫓として未発膚であるが、CDA  本研究の提唱した再利用のレベル分け  
R01…502が今後の我がⅦでの医療の  に応じた適切な程度の構造化はこれら  
情■化において暮手な規格になりえるこ  の施策を進めていく上で益本とされる考  
とを示し、間時にいくつかの規格上の曖  え方となりうる。   
昧な点を明らかにでき、CDA自体の改替  
にも薔与できると奪える。   

臨死書の発生事に開  18  18  厚生労働  雷X 徹  脳死下に離鵜の積出が可能な4鋼製（日  我が四の脳死離糟捜供は平成柑年4月  脳死下で移相用嬢馨の摘出が可能な撫  現行では脳死下層簡捷供指疋施設は  脳死症例が離静雄偶に繋がらない理由  0  0  0  0  山  0  0  0  0   

する研究  科学特別  城外半金書rl匿カIlはA礪施設、日救置  までに50敬例である。（1）から推定される  股の殆どは脳神織外科／救急科であり．  （1）に述べる、いわゆる4相聖に限られて  よr家族の申し出がない」がt多（2）なの  

研究  金相場匿糟正施駄犬宰相膚蠣恍、救命  年間2000例の脳死診断症例が、腱鯵檀  墓本的に多忙である9救急医環専の日  いる．今回のアンケートでは、4糞I型以外の  で、今後も書■活動が▲羊だ。平成15－       救急センター）と日脳外学会間C礪、日救匪  供に繋がらない理由について①書族の  ≠稟炸lこ追われる中で、付加的な脳死  催神経外科／救急科施設に脳死下札♯  18年中に日本農糟移檀ネットワーク末日本  
筆会■M匿（旧鰹定匿）指定施設との全  申し出がない、（卦鮎死判定そのものをし  下臓せ檀供という兼務を遂行する余裕  提供への協力について■ねたところ、集  支部（聞兼甲慣ヰ以北）に寄せられた書  
1634施設にアントト明董を行い、541施設  ない、③玩内体相川t憂伸されていない雫  が現場には殆ど残されていないこと事が  件が■えば約7劃の施設が脳死下層♯  効什鞭385例の内、脳死と考えられたも  
（33．1％）から回答を得た。それらの全死  が多くを占めた。一方、脳死と判定できな  （2）から推測される。旋i死下離響捷供は  檀供lこ協力できる考えを持っていること  のは†83例（ヰ5．8例／年）だった。それらか  
亡30856例（57．0例／施設）中、脳死を椎  かったなど医攣的な理由は少なかった。  いわlま非日≠的羊蹄で現■への■荷が  が判明した。これらの施設は、脳死下騰  ら催死下lた滞積供13例あり、意思表示  
たと思われる死亡は5496例（10．2例同）で  脳死判定に否定的（②）な理由として、時  大きく、私死下鳥薯欄朋を円洲こ行なう  譜提供という非日≠的菓訊こ対する1  カイ所持・不所持に関わらず多くが心停  
あり、その内脳死を判定したものは1801  仰が掛かる、面倒な仕事になるなどが  1に、脳死判定支援システムを華げる施設  荷が大きく、従って稚杭¢が書い（2）。今  止附こ▼≠檀供となった。††報が零せら  
例（3．0同）だった。我が四の年間の脳死  あった。院内体制（⑨）については人的・  が¢3．89も、マスコミ対応などの代行を望む  後脳死下隋♯棲供を増やす1に、人的・  れれば一定の成集が得られるが．それを  
死亡約1万例（推測）の半数強を攫う施設  物的責滞の不足、マニュアルの不欄が楕に  施設が桐0％であった。ホ隅の規檀や体  物的な授賞や各檀支援の絶■体系構豪  増やすには（3）（ヰ）を踏まえながら脳死下  
の意見を分析できた。   日払神外事全書門匿pll織CII施設に事  制によって各檀の支檀を行う搾♯体系を  が喫緊であり．験さ積出の鶉■に関わら  臓器穫供施設の範囲拡大の▲輪が必  

しいという精巣を博た   書膚．構築する必辛もあろう   ない「脳死判定料jも求められる。  羊だ   
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川嶋蠣の贋固究明、  18  日本医事新報N04325（2007年3月1丁日）  0  0  0  0  0  0  0  0  0   
診断」治膚、よ期予後  とめることができた。   とめることができた。  
管理に向けた研究の  研究  

で「48年目の川嶋ホこ疫学明王の1書  

方向性の検討  
性」として取り上げられた。  

18   
的考旺及び痩攣闘士  科学特別   

0  0  0  0  0  0  0  0  0   
的に収集、分積し、それぞれのテーマに   

書に暮づく実地杷世の     研究  ついて檎肘を加えた。発逢障書の帯食  
ための研壬研究  は近年大きく進歩が見られており、繊々  

な鯵断や治ホ方法が鰊みられている。  
本研餞では、これら尭連弾書の診断方  
法、治■その他の対処方法に開する既  
存の文麒につき、系統的に収集壬嘩を  
行ったことで、本分野における現状の全  
般的な把攫が行えた。このことは、今後  
庫労雀がすすめる集遽陣書開運施策を  
方向付けるための1賽な惰tとなると書  
える。   える。   

競争的研究★金の制  
鷹間比較調査  科学特別  

0  0  0  0  0  0  0  0  0   
般に公開されることにより、研究書が積  

研究   兼時点で、厚労研究土制度のルールを  
正確に理解することが期待される。ま  
た、研究書専が研究の什圃段傭で想定  
している研究の実施方法が、応事する削  
慶でルール上異観できるかをあらかじめ  
知ることが可能であり、剛鷹の理解不足  
に紀医する不通正使用を防止するため  
の一助となると書えられる。   

今後の厚生労働科学   科掌特別   研究は、書門的・攣術的観点から四内に   
する研究  研究  。   

、 

稟となると考えられる．  が期挿される。   らの方向性を考える上で●事になるもの  
と書えられる。   

田野疾椚ホ分欄－  
瘍事幕3版のわが電   科掌特別   のわが匹のi用についての包括的榛肘   
への適用のあり方及  研究  、  、 
び田肝♯年分す改正  

、 を行い、書及・啓矧こ努めた。   
に向けての科学的繊  ディングルールを提示した点で画期的で  
拠の集積に闇する研  ある。また米内のCqlbbor8dvoSt坤∩■  
究  に関しての研究も初めてのものであり、  

わが国のがん登録の＃廣向上のため、  
継続研究の必手性があることが判明し  
た点は大きな暮書がある．   肘の解51に努める必暮があるが、その  

■盤曇儀が本研究において行うことがで  
きた。   

肝炎ウイルス払診の  
現状杷ヰと鮮価及び  

1a  6  0  

科掌特別  
今後のあり方に闇する   

ホ贋体書の保t及び  18  18  昨生労働  御手洗 聡  折感染症法において鐘楼薗を輸送しよう  緒棟薗の細曹学的付根および疫掌的慣  地方衛生研究所、保健所横手王、ホ  多刑耐性薗よりも薬剤耐性が拡大した  0  0  0  0  2  0  0  ○  0   
ホ原体響情報の一元    科掌特別  とする場合、暮本的に印遽容欄による三  書を井約するためのコンピュータプロケ  恍、檎暮センター専における、緒横書の  Exton引V●レDru■Ro＄isbntTuborG山○事i6   

集約化のあり方に開  研究  1包蔵が必暮であることを示した。また、  ラムを開発した。こbプログラムにほ緒  保t及び■遺書に開する現状での能力  （XロR一丁B：超多刑耐性緒枝薗）の存在   
する研究  1体的に賦鹸t内で斜面培地上に尭▼  楼蘭分1患書の氏名、年齢、性別、層  を騨価し、施設間で取り扱い能力にはら  が日本内内でも明らかになり、マスコミに  

した縮楼蘭を●送しようとする場合に任  住地媚、蝮当保健所、治療農、す積同  つきがあり、施設によっては緒積薗の檎  多く取り上けられ、耐性枯枝薗の痩事情  
用できる咋連響糟を特定（88002D（〕P  定精霊、薬剤感受性捜壬縮兼、VNTR  
Bio－88恍I02」tr／3」tr）し、■衛材や液  解析結集蠣を入力可能であり、疫学的  
∬れ防止用のゴムキャップ専もメーカー  な解析に利用できる。もし緒横島青畳蜂  
を含めて特定し、安全に梱包できるよう  システムとリンクすれlよ、さらに絆しい解  
梱包法を示した。  析も可能である。   元にして、緒槙膏の情ヰを含む一元的  

集約t理ネットワークの可能な≠成を檀  
示した．   

ふれあい動物施故に  18  18  厚生労働  山田 暮ヰ  これ手での事例爛壬に暮つきふれあい  rふれあい動物施設における衛生管理  ガイドラインの他にも、手洗い晋先のた  0  0  0  0  0  0  0  

おける動物由来感儀  科掌特別  動物施設における衛生t理の実態を明  ＝関するガイドライン」を作成。厚生労働  めのポスター昨凪を作成し自治体欄へ   

症対策に関する研究  研究  らかにした。  雀t♯局緒核感染虚欄から自治体専へ  
のE布を計間中。   
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インフルエンザ（H5Nり  18  18  厚生労働  鈴木 和男  ARDS恩讐の初期l＝おける肺胸洗浄液  インフルエンザ（H5Nl）にtも近い爛懸の  インフルエンザ（H5Nl）に暮も近い蠣聯の  ベトナムのトリインフルエンザでは■初  8  30  65  27  0  0  0   

の死因となる急性椚  科学特別  （巳AJF）および血清中のサイトカイン・国  ARDS息著の初期における肺胞洗浄液  ARDS息讐の初期における肺地洗浄液  期の急遽聖人RDSが主事死田となってい   
陣亨（ARDS）のホ聴解    研究  子の塵生を叫べた．臨床分科会では、  （8AしF）中および血i■中のサイトカイン  （BAしF）中および血5書中のサイトカイン  る。わが皿では、それに近いホ職の   
析とモデル動物の作  1）ARDSの病態に関わるサイトカイン、Z）  ストーム雪国子とその産室機れをいくつ  ストーム・因子とその産生機構をいくつ  ARDS患者の初期ホ態lこ関わるサイトカ   
製に関する研究  インフルエンザ私症の病態lこ購わる伍  か明らかにでき、今後のインフルエンザ  か明らかにできれば、今後のインフルエ  イン・因子の産生が浮かび上がった。抗  

子．3）AU／ARDSの暮礎疾患による蓋■  （H5Nl）型のARDS（急遽聖人RDS）の欄態  ンザ（H5Nl）聖のARDSく急速聖人R【〉S）の  インフルエンザウイルスホくタミフル）は、  

が、控められた。ベトナムARDSll壬でト リインフルエンザのホ耶が判った。▲礎  
分科会では、ARDSモデルマウスでサイ  の低減を凪る万策が必賽である。また、  
トカイン・免疫機能集井を監めたこれら  脳症との関係も解明から、柑年虎以後  
は、新型インフルエンザの予防■治膚  予定のプロジェクトにもーM辛が加わり、  
に、重要な辛がかりを得た。   インフルエンザ（H5Nl）の爛態と治簾をめ  

ぎす研究プロジェクトとしてフォーカスを  
あてる。   

生活習慣爛予防にお  18  18  庫生労働  金川 克子  科竿的な根拠のある（EBM）保健相欄  保健相導技術は、臨床の場面において  標準的な健診・保健相場の在り方に蘭  樺準的な健鯵・保健相場の在り方に開  0  0  0  0  0  0  0  0  0   
ナる効果的な保健相  科学特別  技術の知九は充分ではなく、それに向け  も活用できるものであり、ある棲度の臨  する捜肘会で雷川された「橿圭一的な健  する捜付会で響■されたー標準的な健   
導技術に闇する研究  研究  ての軍践研究や研究戚景の積み上げが  

必暮である。本研究は∴r的研究手法を  の保健指導技術の内容に薔与した。（平  
用いて保健指導の叫面より保健相坤技  成19年3月26日開催）   
術を抽出したものであり、ある程度の書  
門的・攣術的成果が得られたと考えられ  
る。   

新歯科医師苗床研修  18  18  厚生労働  ・一    三j＝  従来の制度では、各施設、各プログラム  斬歯科医師臨床研♯制度については、  今回のアンケート鯛董の楯景、各臨床研  歯科医師臨床研儀側鷹において、す画  平成柑年7月7日に岐阜市で叩催される  0  0  0  0  0  0  0  0  0   
制度の評価に関する  科掌特別  ごとに研縫目欄、研捧方略、研♯騨価な  いくつかの間胤点はあるものの、せ科医  捧施設における日々の臨床研＃相中に  の研究により新任歯科医師の分布状況  井28回日本歯科臣事教書学食総会およ   
調壬研究  研究  どにばらつきが駆めれ、研♯♯丁彼の  師の椎もが経験する「書1年目のせ科医  井する臨床研♯指導ガイドラインの必書  が明らかとなった。今後、歯科医師臨床  び掌怖大会でシンポジウム「断歯科医師  

各研♯匿の能力が不確定であったこと  師」としての研♯威儀は雷真に上がって  性が示されている。今回の鯛壬研究の  研鯵制度あるいは薔科筐欄行政を推進  臨床研♯、1年自の捜旺」を開催する。  
ま育めない。しかし、鬱i歯科医師臨床研  いると考えられる。また患者の全身t理  緒井を踏まえて、歯科医師臨床研欄欄  して行く隋の暮辛な、▲磯子ータとなると  本研究での成果を莞覆し、広く書見を求  
♯制度では、マッチングシステムの導入  こ関する研♯を必漬としたことで、ホ柵  導に関するガイドラインの作成に雷手  考えられる．また今後は大筆問膚■院  め、次年度以降の躊床研儀に活用する  
も相撲って、研♯歯科医、研♯施駿同書  研捧や関連諸施設における研儀が集施  し、現場からのニーズを反映させ、継続  以外の臨床研♯施設を拡充することが  予定である。  
が望む、より的確な状況で研捧できるこ  され、今後の後期高齢書を対tとした槍  的に見止し、改訂してゆく必辛があると  望まれる。現在の協力型施設も研♯実  
とを可能にした。手た研♯♯丁後に絨く、  科匝欄の導入部分として大きく貫離した  考えられる．平成19年3月5日に稟施され  用を積むことにより、管理型・＋独型の  
生涯研♯の甘慣形成、および歯科医欄  た歯科医師臨床研修推遺捜肘会におい  
に対する暮本的考え方などについてもー  て本研究班の虎夫を報告し、制度の騨  
定の方向性を九出すことが出来ているよ  価ならびに今後の併贈lこついて検肘を  
うに思われる。   行った。   

疾患闇遭タン／くク解析  18  18  厚生労働  平野 久  ■暮分析嚢1やその周辺技術の発達に  創藁フロテオームファクトリーは、t斬の  ¶薬フロテオームファクトリーのような政  檀々の新規な技術を使って疾患関連タ  0  30  ＝  ■  27  22  2  0  0   

手法の比較検討と追  科竿特別  より、疾患間違タン／くクーの効率的な欄  rl分析機器専を用いたプロテオーム  府主導で作られた大横攫な産学共同プ  ンバクーを効率的に桟出できるようにな   
加手法の檎肘  研究  出・同定に¢ICAT法だけでなく、汀RAQ  解析技術を活用し、糧渾ホ、がん、書血  日干オーム研究施設は世界に例がな  れば、劇薬の基盤となるタンパク賞デー  

法やSELDI法、ショットガン法などを利用  圧、痴呆などの／くイオマーカーになる疾  い．本研究は、同施設での研究の－J■  タベースのれ簗作業が加速される。新規  
できる可能性が出てきた。本研究では、  患開■タン／くク∫の探繋・同定を行って  の遺よを促進する巨的で行われた。本  な技術を利用して医薬品の標的分子に  
これらの方法を用いて市販の健≠人血  いる。本研究によって、より効率的にバ  研究の精巣は、間施設での診断技術の  関するスクリーニング法、アツセイ技術  
禰を分析し、各々の方法の利点と欠点を  開発や、新藁のシーズ発1につながる  
明らかにした。多数のタン／くクTの同  暮盤データの迅速な収集に役立つと考  
走・走1にiTRAQ注が、また、迅速なタン  えられる。   
／くクrの検出にはSEしDl法が役立つこと  
などが≠証された。   

鴎沃研究の憫理事に  0  8  0  0  0  0  0  0  0   

関する特別研究につ  科学特別  については概ね明らかになったものと書  
いて   研究   える。しかし、本研究は特別研究により  

大変短時間lこなされたものであるから、  

積み残した点も多い。それらについて  
は、各研究書においてさらに調査を進め  
たいと考えている。  
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